
本山寺鎮守堂の修理

建造物研究室

イ( 111 ミ別立件川以:収 ， tl ~ \ ~ ~!: 1 1
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111 r {ζ19[11:しIJ411l¥iJ Jb] ~170 併の札J 9rにあた る古京IJ で ， 邸内 lζ は小~jff:

(l:lOO 凶ci-Oやr:F./"J(ilIt.f:'後Wj.，r('t!文化U1)をはじめ，)((:llj叩:(1795)， 1伺雌1:l:08111j，叫)，姉楼(179J)，
LJ:if¥犠(1910)など数多くの必造物がたちならんでいる。

宮川: ・ ì ; ~: は(: F./ "Jをはい ってすくた下{ζ :q~l ll i し ， :./1¥1干上流jiiの形式をもっ。 1984"1'春からも二の

以来としてモの維持修.fli!がはじめられたが，Wf休 '1 ' 仰木や)トIオくから JJ占 I I~: 銘が発見され ， 天文 1 2

"1:から16"1'054:l~ 1547)にかけての位。で，":.Ml4 "1:(1714) (ζ人刷院な修J!]!がhわれている乙と

が判明 した 。 よ って --ldl1見物件ではあるものの :~I.拠文 化 llHli造物としての修.fIJ1)出燃に よ る本給

(1りな修即(ζ fJ引が変;.Ji忘れ ， その，llfil11'と修 .f'l!折 半~(C 1~\J わることとなった。

11=他の修!'I!は，IJj，lt!'it!lわ1，，:とする身11'7f'il)分は云のままとしながらも ，f{J村:-:.''1-制 !の!比日/~分を

新たにし，_>>:fj[J i りをよ If!i ;，j~笈形式!ζ改め ， 'I!Jまわりに新Mを加えるなど作T9rにわたっている。

刊にこのII.'ilCi.}{ζ変史したため， I政 11'1阪は|、 .iL1 と / '. .ìLi と では仰~ ~iilj {ζ1111ギの臭ったものとなりい

ちじるしく外観をjUねていた。今1111の修.fI1!では乙れら後fili部分のすべてを当初形式(ζ佐I!i(する

糸ーも倹，;ずされたが， I H~i 修.fI 11f-1がかなり似人していること ， ， ji l l l:''i / Sゃ創 l物については I H~iH もそ

れなりになじんでいることなどを巧lむし山全位以は行わないことにした。ただし，J系似につい

ては瓦3} とするにはれ や決などの附hl ~~I )材があまりにも利11きにすぎ，あきらかにイ4淵和である

ところから ，lC以 Ijí j の i.}H と jWít される柄IsぷHζ 1Uすることに決めた 。 同時に化ね/:~木の '1 1(ζ

付 | さl数以り出しのあるノ〈丈当色JJHを成しているため '1(1 まわりは ζ れによって復Il~( し ， あわせて

i波風似も勾配 ' 1 11 1 ネとも 'll Fにあわせた I IJ形式で終的した。 乙のあ' ;以 Ittゃ~fiJli りの利11 行/ílCYJ: J ill，'i 

代'I'WJの1段式を記長すものの，外観の大ラ|ぺは建，'/:当初Jである宅1111'11与代末の形態を示すことになり，

i'):川県では数少ない11'-lll:iU祭のーっとしてその{illi他があらためて発予I(された。

なお ， 内 f~Sの似 JJjiは作川 とも双折れであったが ， ~1';'JJ)_Jíiを後 1 11縦 [ζ二つ;刊 りに した 乙と ， 此

れ j凶りの ~~li) i はもと身 ~7 ljíj l l l i j凶りのもので ， 約子 ;I~J りがどひらでありかっ HIUζ ~Sm'iめにされ，

以似は T ;'~I りの:市('jH り Ij l 似 j彰式である乙となど 11 'l lIj]具の特色をもっている 。 (紛l見JI~三)
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